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地質学雑誌の特集は多くはない,特集は先端的であり明解

な問題設定で組まれる必要がある.秩父帯は付加体であると

いう認識はすでに10年以上前に確立した.その後のさまざ

まな研究で∴西南日本外音と内灘との廠接的な関係が明らか

にされ,累進的付加機構の内容が実証的に検討されてきてい

る.四国西部はそのモデルの検証の域である,どのように議

論されるか,WW一つのウ㌧∵スとしてここに提示する.

(編集委員最　鳥海光弘)

1980年代の"放散虫革命やをへて,折本列島の先新第三系

の形成に関する考え方は-F一新され,付加テクトニクスを基調

としてとらえられるようになった.しかし,異体的な形成過

程については数々のモデルが提案され,いまだに収束してい

ないのが実状である.本特集でとりあげる秩父黒帯について

も,北欝や中音(黒瀬川帯)1南帯の3鍔がどのような地史的

関連をもって形成されてきたのかといった基本的な点でさ

え,諸説が併存する状況にある.この現状を打開するために

は,広域をカバこした精度の高い地質図を作成して,モデル

の検証に努める必要がある.

四国西部は開国では例外的に黒瀬川欝の構成岩類の分布が

とぎれる地域である.黒瀬川帯はどのように消滅するのか,

また,窯瀬川帯を欠く場倉,南北秩父笛がどのような空間配

置を示すのかを明らかにすることは,秩父黒帯の形成史を考

えるうえで,重要な拘束轟件を与えると期待される.本特集

で拍固西部をとりあげた意図はここにある.山北,榊原,

松岡はそれぞれ独立に　過去用年来,西国西部での野外地質
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た裾 こ現地討論会を実施Lた,本特1畑ま,こ0)現地討論会が

発端と-lit-p･)ている.

はしこめに.本特某L/T)構成と内容に一)いて佃判こ紺付する.

桐'/し現品丈でlrlくり扱-つた調香1-軌･Rur)抱囲については 位lllY掴t

を参照されたい.第 1論文 (松岡lと第2論文川此 )では

それぞれ南部秩父帯.北部秩父帯について.地層 しユニ･./卜)

区分､隼代,地質構造fJ:ど.地質U)斌本的な特徴が述べ吊 t

ている.第3論文 (梅本 .榊原)と第･日論文 (榊原ほか)で

は､.変成告告行､声J7立場かL--,.調査地域の地質が検討されて

いる.ここまでが.刷 軸叫郡の地'f5-に関する個別論文で,千

のすべてにオlJジナルfi地質図が添えられている.第5論文

(山北)では,北部秩父帯と黒瀬川帯の境界問題が論じられて

いる.最後の第6論文 (松岡 ･山北 ･榊原 ･久l旧 では.秩

父累帯全体を通覧するとともに.個別論文の成果を受けて川

国西部の秩父黒帯蔚地質を総括している.これまでの地質学

雑誌(,rn特集J)なかで,佃jzL/i)論丈J~)内容を統合.総I.T.1すると

いうスタイJLは今回が初めての試みといえる.

ここでは総括論文 (第 6論文)をとりあげて,新展開の貝

佃l̀'Jtj:再杏を示すとともに､今後ul)課題についても述べる.

まず第 1には 付加(本地腎L/1)観点に;!'/-'て秩父累帯全休に適

用l浦巨なユニ-!卜区/J)を捉零したことがあげ吊 tる.こオ=こ

関連して.秩父累帯研究において屯要な地域であるlJLHk怜域

と関根LIJl也について.ユニットの'Jyli1-を図示した.JL州.紀

伊半鳥.1日附出Jjなど他地域におけるユニ･./卜区分の図′11-眩

今後の課題である.第 2に.ユニLt_J卜の年代を甲 -の放散虫

化石帯区分に基づいて再評価した.このことにより,これま

で漠然とジュラ紀付加休ととらえ吊 していた北郡秩父帯と南

部扶父帯の類似性と差異を明確にすることができた.第3

に､変成作Hiとユニット区分との関係を.秩父累帯全体につ

いて検討した.南北秩父帯の付加体がともに三波川変成作用

を受けていることを明らかにした点を強調したい.われわれ

はユニ.･!卜の定義に際し.その告腎構成を重視する立場を

と-つている.ユニ.I,トどうLがどのような接合伏態にあるの

かは.ユニtソトの定義には含まれていない.今後.ユニット

が隣接するユニ･ソトとどのよう引地矧期係にあるのかを詳細

る三波川葦や四万十帯との境罪をどうとらえるのかという問

題も今後の.課題である.

次に.刷 舶恒邪の地質について,われわれ (松岡.山北,

榊原はかL)(i)i)いだでの意兄の相違について3点述べる.チ

れLT･'はいずれも.E調査地域が重視している邦/I)における考え

力■の机遠である.まず,松岡と11此 の調査地域は北部秩父帯

と南部秩父帯の境附 ､j'近で重な･1ている.松岡は御['.;j鉾緑色

告類の1伸二接するのは,北部秩父帯の 卜IiEllユニLl'卜である

とみている. -･左 山北は､北部秩父帯の要素を欠いて,御

荷鉾緑色告頓と南部秩父帯の斗賀野ユニ-′卜が接していると
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とら.fLている.こLr_)と立もJjJ)違いは L吊Lが魚成スラスト

L])構造斜交†隼を且廿するのに対し,松r.Ill.･)はこれをあまt.)LT!.'祝

か上松Fl叫])LJ!il和也域は.両部秩父吊ul)北部で車板している.

梱帰ほかは 大洲:Lこ､ソトと鹿野川ユニットUつ境肘として松

尾 口髭両スうストを捉rl.fT.し,これが魚J)にス-=7ストノ)北ノj延

長である=｣一能廿が高いとしている. ･左 松岡は松尾イ1髭両

ス=7ストは明浜スラストの ･部であり,両部秩父持し/1 :.'i:LIlh

ユニットと斗門野ユニ･ソトの境里をなすとしている.また,

魚成ス=7ストは松尾IL/博之スラスト川用モス=/スト)Li)さらに

東jj,を通過するととらえている.最後に.榊昭ほかと山北の

調査地域は北部秩父帯の部分で重な一'ている.榊原ほかはト

として変成作用の観点から,肱川ユニットと鹿野川ユニット

の境程として.吏l冊隼の走向をもっ大洲-河辺叫断層を有紀

している, ･Jj.山｣とは大洲-.lt可辺川断層の(i;･在について否定

的でLi1-)る.以 上二述べた十 ･致点は.lJL7lti7lr相田ull戒の秩'it累帯

の地質に関するわれわれJ)共通認識に比較する上村紺1'J(こ小

さいもし,r)である. しかし,こL])よ;)な木 ･致点には将来の研

ことにした.

最後に,本持某L])計l帖こ圭-1た経緯と特某宣城までのプロ

セスに--.)いて述べる.今後.llTl様L))釦111を考えている人U､)香

考になれば辛いである. lt)t)5年 11Hに愛嬢11十人洲でFilt用riし

た現地討論会が.本持某の出発点とな-lている.第 1lLll現地

討論会ul)成功を′蔓･け､翌 199G隼 11月に大洲で第21･咽Il鋸､jL

論会を開いた.この現地討論会の盛り上がりをなんらかの形

に残したいという思いから轟特集の企画を発案し,この段階

で編集委員会に企画書を提出した.論文の執筆過程では,撹

稿をメールでやりとりし,全日がお互いの原稿をチェ､ソクで

きる体制で臨んだ.しかし,もともとこの企画は,共同研究

として出発したものではなかったので.絵描論文のコンセン

サスを得る道のりは､囲 tではなかった. 1997年 10月の福岡

での学会は 最終的な意見調整の場となった.第3回の現地

討論会を 1997年 11Jjに関東LJJf也を間合として開催し∴論文

内容の詰めを行った.その後. 1997隼 12Hの編集黍と.i会に

総書.T.Li論文以外のすべての原稿を捉出した.個別論文の杏読結

果が.松柏論文し7)内容に直接i,L音i轡 Lてくるとい十j冊摘､Ll,.

東京で:伸-I,松山で 1回,論文検討uT)ための会合をも-∩-た.

そして.1t)Oと目上1H.こJ)前丈を苦くところまでたどり省い

た.

本特某にあたり.鮎先君のjJ'ヤには, 日がな再読をLてい

ただ･くとともに､建設的Lriご点圧をいただいた.編渠委し.i会

a)jjJIからは,適UJなアドバイスと峻かいご友帽をいただい

た, 3回実地した現地討論会に参加されたみなさんからは,

野外でさまざまな観点かJ)議論をしていただいた,記して感

謝の意を表したい.

(特集企画苦 松岡 篤 ･両北 聡 ･榊原_ll:葦.A.･久I11健 -LjJ;〕




